議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２８年２月１２日（金）　午前１０時００分～午後０時１９分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　青山直道　　副委員長　　じんの和子
委　員　大島令子　　岡崎つよし　川合保生
ささせ順子　佐野尚人　　山田けんたろう
議　長　伊藤祐司　　副議長　　　木村さゆり

	
	事務局
	事務局長　局長補佐　主任


１　あいさつ
議長
市長
２　議題
⑴　平成２８年第１回長久手市議会定例会について
　ア　付議予定議案について
＜説明：総務部長＞
　　・　議案第１号～第３６号、同意案第１号及び第２号（議案の概要のとおり）
　　・　消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例は政令が公布され次第、追加提出の予定
　　・　固定資産評価員の同意案は、総務部長異動の場合に追加提出
イ　会期日程について
＜説明：事務局＞
・　２月２５日から３月２２日までの２７日間
・　３月１０日総務委員会、１１日教育福祉委員会、１４日くらし建設委員会
（委員長）・　説明のとおりの会期日程でよいか。
＜異議なし＞

ウ　議事日程について
　＜説明：事務局＞（議事日程第１号～第６号のとおり）　　　
・　第１号　会議録署名議員（ささせ順子議員、吉田ひでき議員の２人）
会期の決定、諸般の報告、予算特別委員会の設置、議案第１号～第　　３６号（上程・施政方針・説明）、同意案１号（上程・説明・質疑・討論採決）、同意案２号（上程・説明・質疑・討論採決）
・　第２号　諸般の報告、諸般の報告に対する質疑、議案質疑、委員会付託
・　第３号～第５号　一般質問（午前９時３０分開議、代表質問、個人質問）
・　第６号　委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決、閉会中の継続調査の申出
（委員長）・　説明のとおりの議事日程でよいか。

＜異議なし＞

エ　予算特別委員会の設置について

＜説明：事務局＞

・　２月２５日（開会日）設置の議決
（委員長）・　定数を何人にすべきか意見はあるか。
（委　員）・　昨年度と同数の８人でよいのではないか。
（委員長）・　定数は８人としてよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　会派別の委員構成はどのようにすべきか意見はあるか。
（委　員）・　平成２７年第３回定例会の決算特別委員会と同じでよい。

（委員長）・　公明党１人、市民ネット１人、創政クラブ２人、長久手グローバルネット２人、政策グループガイア１人、無会派１人としてよいか。
＜異議なし＞

（委員長）・　次回の議会運営委員会で各会派等の委員候補者を報告してほしい。
オ　その他
＜説明：事務局＞　

　　　・　総務委員会付託議案（予算２件、条例１２件）
　　　・　教育福祉委員会付託議案（予算６件、条例４件）
　　　・　くらし建設委員会付託議案（予算８件、条例１件、その他２件）
　　　・　予算特別委員会付託議案（予算１件）
（委員長）・　説明のとおりの内容でよいか。

＜異議なし＞

⑵　長久手市議会会議規則の一部改正について
＜説明：事務局＞
　 ・　改正点：第８条の会議時間を「午前１０時」から「午前９時」に改正
　 ・　議案提出者：議会運営委員会
　 ・　議案提出日：平成２８年３月２２日
　 ・　施行日：平成２８年４月１日
（委員長）・　委員会提出議案なので会議規則第３７条第２項により委員会付託省略とする。意見はあるか。
＜異議なし＞
⑶　長久手市議会委員会に関する条例の一部改正について

＜説明：事務局＞

・　議案第１８号長久手市部設置条例の一部を改正する条例についての提出に伴う改正

　 ・　改正点：第３条第２項別記１総務委員会の所管から「行政経営部」を削除

　 ・　議案提出者：議会運営委員会

　 ・　議案提出日：平成２８年３月２２日
　 ・　施行日：平成２８年４月１日
（委員長）・　委員会提出議案なので委員会付託省略とする。意見はあるか。
＜異議なし＞
⑷　長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
（議　長）・　近隣市では、平成２６年度に人事院勧告に基づく議員の期末手当の引き上げ（報酬の引き上げは見送り）をしたが、長久手市はどちらの引き上げもしていない。
　　　　　　 平成２７年８月に人事院は報酬０.４％、手当０.１月の引き上げを勧告し、先月の第１９０回通常国会で特別職の職員の給与に関する法律の改正を可決した。この改正により国家公務員の棒給月額、特別給（ボーナス）の引き上げが決まったため、人事院勧告に基づき本市議会も期末手当（ボーナス）のみ国家公務特別職と同様の０.０５月引き上げとし、６月及び１２月支給分でそれぞれ０.０２５月引き上げ、遡及はしないこととしてはどうか。議会運営委員会で検討の上、委員会として議案の提出をお願いしたい。
（事務局）・　本条例が施行されると、手当の支給率が以下のとおりとなる。また、施行日は平成２８年４月１日を予定している。
	
	施行前
	施行後

	６月
	１４０／１００
	１４２.５／１００

	１２月
	１５５／１００
	１５７.５／１００


（委員長）・　以上の内容で、議案の提出は議会運営委員会が行い、議案提出日を平成２８年３月２２日、施行日を平成２８年４月１日としてよいか。
＜異議なし＞
＜１１：０９　休憩＞

＜１１：１５　再開＞

⑸　議会基本条例に基づく運営の諸課題について
（委員長）・　災害時の議会の対応について、陸前高田市議会を参考に災害対応指針（案）等を作成した。平成２７年度中には内容を確定し運用したいと思う。なお、安心安全課においても地域防災計画の改訂を進めているようだが、発災時の議会事務局の対応については、安心安全課と調整が必要。
（委　員）・　議会事務局長は現状で、災害時どのように議会対応を行うのか。
（委員長）・　現状では市の災害対策本部に常駐することとなるので、陸前高田市議会の指針のように議会事務局長を議会対応要員とするためには、安心安全課との調整が必要となる。
（委　員）・　本件を議論するのは、議会では緒に就いたばかりだが、執行部の改訂スケジュールに合わせなくてはいけないのか。
・　発災時に災害対策本部から議長を経由して議員へきちんと情報が伝達されることと、その対応を担う議会事務局の体制をあらかじめ決めておくことが大切である。
（議　長）・　局長を災害対策本部と議会対応要員の併任として、議会対応は他の事務局職員が行うという考え方もある。
（委　員）・　災害時に災害対策本部からの情報を地元に周知することが議員の役目だと思う。市議会災害対策会議を設置するならば、あらかじめ対策会議がどこまでの仕事を担うのかを決めておく必要がある。
（委員長）・　議会の仕事としては、国や県への災害復旧の要望や復興予算の議決などが考えられる。
（議　長）・　執行部を支援していくことを考えれば、発災直後は地域の市民とともにボランティア活動に尽力することが大切。災害対策本部への立ち入りは議会の代表者のみとし、その代表者から各議員へ情報提供するようにすべき。
（委　員）・　東海豪雨の際には、災害対策本部や災害現場に一部の議員が現れたことで、執行部に迷惑をかけた経緯がある。そのようにならないよう、あらかじめ行動指針等は定めておくべき。
（委員長）・　本日配布した「災害対応指針（案）」、「災害対策会議設置要綱（案）」、「災害対策行動マニュアル（案）」について、各会派で検討し、次回の議運で検討結果を報告してほしい。
３　その他

（委　員）・　市長の施政方針は議案とともに配布されないのか。

・　以前は開会前に配布されていたと思う。
（議　長）・　予算書に予算の概要資料が添付されているので、一般質問の通告は、そちらを参考にして作成してほしい。

（委　員）・　事前に配布されていない資料に関する質問通告は行わない旨を、会派内で周知したほうがよいか。

（議　長）・　そのようにお願いしたい。

（委員長）・　今後、開会日に配布される施政方針に関して一般質問を行いたいということなら、一般質問の日程を委員会の後に実施するなどの対応策も考えられる。
（事務局）・　１件陳情が提出され、趣旨説明を希望している。２月１７日の陳情受付終了後、他の案件と合わせ次回の議会運営委員会で報告する。
・　２月４日に愛知県市議会議長会から「地方法人課税の見直しに対する緊急声明」が出された。

（委員長）・　ICTセミナーを実施したが、タブレット端末の導入に向けて必要があれば議会改革の特別委員会を設置して検討することも可能である。次回の議会運営委員会で検討したい。
（議　長）・　長期休暇の際の議員報酬についても今後検討したい。
・　次回は２月２２日（月）午前１０時

　以上で議会運営委員会を終了する。
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